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別紙
委員長　　　　開会宣言、あいさつ
議長　　　　　あいさつ
副町長　　　　あいさつ
委員長　　　　これより議事にはいります。　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
認定第５号
委員長　　　　まず、本委員会に付託されました認定第５号平成19年度長久手町公共下水道事業特別会計決算認定についてを議題といたします。認定第５号について、執行部の説明を求めます。
下水道課長　　認定第５号について説明。
委員長　　　　説明は終わりました。これより認定第５号に対する質疑等を行います。
　　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。
伊藤委員　　　下水道工事の仮復旧について、下水道管を入れた場合、道路面を仮復旧し次年度本復旧を行っていると思いますが、仮復旧の状態での苦情がたくさん寄せられていると思います。担保責任はどのようになっていますか。また苦情があった場合の対応は。
同課工務係長　工事後１年間施工業者が管理しています。復旧の方法については、苦情や点検で段差等が確認されれば、状態にもよりますが下水道課から業者に補修の指示をします。　
伊藤委員　　　１年間管理というのは契約上問題はないか。契約書にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(うた),謳)ってありますか。
同課工務係長　契約書にはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(うた),謳)ってありません。指導の段階で１年間管理するよう伝えています。　
副町長　　　　１年間というのは工事施工後瑕疵担保という形になるものですから、　　契約の中身に入っていなくても瑕疵担保としてみていただいています。
伊藤委員　　　瑕疵担保できちんとやっていれば、もう少し苦情は少ないはずだと思います。定期的な巡回パトロール等、苦情が出ないよう今以上に対策をすべきだと思うがどうお考えですか。
同課工務係長　現在定期的な点検はしていませんが、今後努力します。
前田委員　　　19年度決算額で、５億5,700万の収支は、中部区画整理組合からの寄付金４億9,000万が貢献したと思いますが、中部区画整理組合の３月末の状況はどうですか。解散に向けての目途は立っていますか。
副町長　　　　保留地は、数筆残っていると聞いています。中部区画整理組合としては早期に解散したいと準備を進めています。保留地が以前はなかなか売れなかったということですが、南部の売れ行きが非常によく、南部で買えなかった人が中部で買っていくという状況もあり、金銭的に余裕が出てきました。受益者負担金ももう少し分納でいこうかと予算の段階では言っていましたが、この際整理をしたいという話があってこういったことになったというわけです。
前田委員　　　スムースな解散に向けて準備は着々とされているわけですね。
副町長　　　　はい。仮精算が残っていると聞いていますが、今までの中部、東部の解散のときと大体同じ状況でいけると思います。
前田委員　　　決算書373ページの受益者負担金一括納付報償金について、簡単に説明願います。
下水道課長　　受益者負担金というのは、年４回の納付で最大５年間でお支払いいただけるのですが、年度当初にその５年分を一括納付された方と１年分を納付された方に交付されるものです。
前田委員　　　対象は個人ですね。
下水道課長　　個人、法人問いません。
前田委員　　　税金の全期前納金報奨制度が金持ち優遇ではないかと言われている中、これを残しておくのは町として矛盾はないですか。
下水道課長　　受益者負担金制度の状況について調べたところ、全国ほとんどすべての市町で全期前納報奨金制度がありました。ただ前田議員が言われたように税金につきましては報奨金制度をなくしている市町が多いようですが、受益者負担金についてはまだそういう流れになっていませんので、このまま継続していきたいと思っております。
副町長　　　　税の方では、今回全期前納報奨金制度を段階的にやめていくという議案を上げておりますが、これはコンビニ収納をする場合にネックになるためです。受益者分担金もコンビニ等で収納をすることになれば同じようにしていかなければならないと思います。
委員長　　　　平成19年度公共下水道工事は何か所あり、平成18年度と比べて設計・予定価格、落札率はどのようでしたか。
下水道課長　　平成19年度管渠下水道工事は５本、落札率は前年度より2.8％減の92.82％、道路舗装本復旧工事は２件、落札率は前年度より5.59％減の88.50％です。
委員長　　　　平成19年度工事は町内業者でしたか。
下水道課長　　管渠工事は５本の内３本、舗装本復旧工事は１本が町内業者です。
委員長　　　　落札率が下がって努力はされていると思いますが、業者の施工工事確認はしていますか。
副町長　　　　長久手町の場合、談合情報があれば確かめていますが、通常の入札を行った場合、当然のこととして確認はしておりません。
委員長　　　　他にございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。
続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。
ないようですので次に賛成討論を行います。ございませんか。
ないようですので採決を行います。認定第５号平成19年度長久手町公共下水道事業特別会計決算認定について原案のとおり認定することに賛成の委員の挙手を求めます。
　　　　挙手全員であります。よって認定第５号については原案のとおり認定することに決しました。
認定第６号
委員長　　　　次に認定第６号平成19年度長久手町農村集落家庭排水施設特別会計決算認定についてを議題といたします。認定第６号について、執行部の説明を求めます。
下水道課長　　認定第６号について説明。
委員長　　　　説明は終わりました。これより認定第６号に対する質疑等を行います。
　　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。
副委員長　　　悪臭物質分析委託をした結果、どういう対応を取られましたか。
下水道課長　　悪臭分析委託は年１回、硫化水素等６項目ほど行い、すべて基準値以下でしたので対応は取っていません。
副委員長　　　毎回ある程度同じ日に行い、基準値以下だということですか。
下水道課長　　毎回同じ日ではありませんが、同じくらいの時期に風のない日を選んで排気口から臭気をとり測定しています。　
副委員長　　　風がない方が臭気の数値が出にくいんでしょうか。それとも出やすい条件で行っているが、数値は出ていないということですか。
下水道課長　　１項目は活性炭のすぐ出口でとりますので風は関係ありませんが、臭気濃度を測るときはなるべくそういう日を選んで行っています。風のない方が数値は出やすいです。
副委員長　　　厳しい条件でやっているということですね。
下水道課長　　はい。
川合委員　　　前熊苑の接続率が79.8％、あまり変わっていないと思うが、どういうことですか。
下水道課長　　昨年度前熊苑は７戸増えています。
川合委員　　　受益世帯が456世帯、利用世帯が364世帯で、7戸増えてもパーセントはそんなに変わらないわけですが、ここは調整区域だからそんなに家が増えるわけではない。現在ある家がつなげば済むわけですよね。熊張苑だと96.8％、14世帯がつないでないだけですし、水質保全のためつないだ方がいいと思いますが、つながない理由は何かありますか。
下水道課長　　未接続の世帯には、市街化区域・調整区域を問わず毎年接続のお願いをしています。つながない理由としては、工事費が高いなどの経済的理由、移転・増改築の予定がある、アパートでで家主がやってくれないなどの理由を確認しています。
川合委員　　　単独浄化槽でなく合併浄化槽でやっているからつながない、という人はどれくらいいますか。
副町長　　　　合併浄化槽については浄化槽の認可が最近のことであり、調整区域で新築の場合にはまず集落排水につないでいただけますから、未接続はほとんどが昔からの単独浄化槽だと思います。合併浄化槽はまずないと思います。
川合委員　　　以前に、合併浄化槽を入れたから下水はどうでもいい、と言う人もいました。合併浄化槽なら環境負荷は上がらないのでいいのではないかと思っていましたが、そのあたりどう考えますか。
副町長　　　　区域に入っていれば接続しなければならないという条例なので、お願いしていくしかないと考えています。
伊藤委員　　　町内全域すべてで下水道化で進んでいるように見受けますが、集落排水は下水道事業と基本的に区域が違います。調整区域で既存の宅地を中心に敷地に入れているが、工事費の負担の問題等で取り残されている家もある。　下水道は区域を決めたら必然的に入らざるを得ないが、集落排水は抜け道があるような気がします。もし町の方で環境的な問題、生活利便性の向上　を考えておられるなら、集落排水の加入の考え方も改善しなければいけないのではないか、そういう方々も簡単に接続できるよう工事費の助成などの対策をしないといけないと思うがどうですか。
副町長　　　　全域下水道化というのは公共下水道の意味で言われたと思いますが、　基本的に公共下水道事業と農村集落排水事業とは違うものですから、区域から外れた所は入れない、としてやっております。熊張苑については昭和50年代に農村集落排水モデル事業としてやってきまして、そのときに容量に若干余裕があったものですから、新たに農家分家等を作られる場合にはある程度接続してきたわけですが、今熊張苑は能力的に上限にきていますのでつないでいただくことができない。一般の方から見れば公共下水道も農村集落排水も同じ下水道ですので、何とかしなければいけないと思います。万博で下水道の配管もされましたので、計画を練り直し、順次お応えしていきます。
伊藤委員　　　ぜひ検討していただきたい。
委員長　　　　他にございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。
続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。
ないようですので次に賛成討論を行います。ございませんか。
ないようですので採決を行います。認定第６号平成19年度長久手町農村集落家庭排水施設特別会計決算認定について原案のとおり認定することに賛成の委員の挙手を求めます。
　　　　挙手全員であります。よって認定第６号については原案のとおり認定することに決しました。
議案第42号
委員長　　　　次に議案第42号平成20年度長久手町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）についてを議題といたします。議案第42号について執行部の説明を求めます。
下水道課長　　議案第42号について説明。
委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第42号に対する質疑等を行います。
　　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。ございませんか。
なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。
続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。
ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。
ないようですので、採決を行います。議案第42号平成20年度長久手町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。
挙手全員であります。よって議案第42号については原案のとおり可決することに決しました。
　　
議案第53号
委員長　　　　次に議案第53号町道路線の廃止についてを議題といたします。議案第53号について執行部の説明を求めます。
建設部次長　　議案第53号について説明。
委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第53号に対する質疑等を行います。
　　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。ございませんか。
なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。
続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。
ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。
ないようですので、採決を行います。議案第53号町道路線の廃止について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。
挙手全員であります。よって議案第53号については原案のとおり可決することに決しました。
議案第54号
委員長　　　　次に議案第54号町道路線の認定についてを議題といたします。議案第54号について執行部の説明を求めます。
建設部次長　　　議案第54号について説明。
委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第54号に対する質疑等を行います。
　　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。ございませんか。
前田委員　　　駐輪場は何平米、また台数はどれくらい増えますか。　
建設部次長　　公園西駅については、増設200台、既設65台で計265台になります。面積は約440㎡増えます。長久手古戦場駅は、増設328台、既設361台で計689台、面積は約350㎡増えます。
委員長　　　　他にございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。
続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。
ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。
ないようですので、採決を行います。議案第54号町道路線の認定について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。
挙手全員であります。よって議案第54号については原案のとおり可決することに決しました。
この際、暫時休憩とします。
　　　　　　　　　
午前10時55分休憩
　　　　　　　
午前11時07分再開
議案第48号
委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開します。次に議案第48号長久手町税条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。議案第48号について執行部の説明を求めます。
収納課長　　議案第48号について説明。
委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第48号に対する質疑等を行います。
　　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。ございませんか。
川合委員　　　全期前納報奨金の利用者は何人ですか。
収納課長　　　平成19年度町県民税の納税義務者は２万3,725人、この内普通徴収による納税義務者は9,038人で全体の38％、特別徴収による納税義務者は１万4,687人で62％です。普通徴収納税義務者9,038人が全期前納報奨金の対象で、町県民税の利用者は3,904人、43％です。固定資産税では１万3,577件、70％の利用です。
川合委員　　　これによってどれだけ税を割引していたんですか。
収納課長　　　平成19年度の全期前納報奨金の交付額は3,762万2,680円です。
前田委員　　　税の公平性をはかるという趣旨ですが、それならもっと前にやらなければならないと思います。コンビニの収納が始まるからとか、国民健康保険税も年金から引かれるようになりこうした制度もなくなるからとか、手続き上の問題や税の扱いを考えれば自然な流れかと思うが、具体的な改正理由は何ですか。
収納課長　　　長久手町が昭和29年にこの制度を導入した当初、普通徴収の方が特別徴収より多かったのですが、現在特別徴収が62％、普通徴収が38％と、対象外の方が多くなってきました。また県内でも全国的にも廃止が進んできたものですから、この時期が１番適当かと思いお願いしたわけです。
前田委員　　　それが理由ということですね。
川合委員　　　さっきの金額ですが、半額にした時の金額ですか。
収納課長　　　全廃にした時の金額です。全期前納報奨金が半額になると1,860万円ほど交付金を払うことがなくなり税金は多くなります。
委員長　　　　他にございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。
続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。
ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。
ないようですので、採決を行います。議案第48号長久手町税条例の一部を改正する条例について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。
挙手全員であります。よって議案第48号については原案のとおり可決することに決しました。　　
　　　
議案第49号
委員長　　　　次に議案第49号長久手町清掃センター条例の制定についてを議題といたします。議案第49号について執行部の説明を求めます。
環境課長　　　議案第49号について説明。
委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第49号に対する質疑等を行います。
　　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。ございませんか。
前田委員　　　本会議でも質問が出ましたが、清掃センターがスタートして日数が経ったわけですが、なぜ今になって条例制定となったのですか。　
環境課長　　　もともと、老朽化した清掃事務所の建て替え施設として位置づけ、当初は条例の制定はしていませんでした。今回開館日をこれまでの土日から平日に拡大し、単なる清掃事務所ではなく公の施設として設置管理が必要と判断したため条例を提案させていただきました。
前田委員　　　この前の部長の話と少し違うようですが。最初はリサイクルセンターという名称を期待し、建物自体も施設として立派に運営していくという話があったにもかかわらず今頃になって、という気もするが、遅くても作られたことを評価したい。それから第４条で資源回収の促進及び分別指導とありますが、プラごみは週１回くらい回収してほしいという住民の話を聞きます。検討材料になりませんか。
環境課長　　　プラスティックの回収は業者委託しています。回数は人口増と収集量、経費を考え決めていますが、住民の利便性も考える必要がありますので、今後の収集量の増加等によっては見直す必要があると思います。
前田委員　　　周辺の自治体と比較して少ない印象を受けますので、これからも住民の要望をかなえていただきたいと思います。
生活環境部長　先ほど本会議と話が違う、というご意見でしたが、基本的には今課長が申しました、土日以外の日も開館するから、という意味で発言いたしましたのでご理解願います。
川合委員　　　休みはいつですか。
環境課長　　　規則で休館日は月曜日、ただしこれが国民の祝日に関する法律に規定する休日にあたる場合は、翌日以降の最初の祝日でない日をお休みとさせていただきます。また１月１日から３日までを休みとし、12月29日から31日までは、ごみの収集の日は開館といたします。
副委員長　　　条例を設置することによって、第４条の１、２の項目などについて、具体的にどのような事業を考えていますか。
環境課長　　　まずエコハウスを利用し環境学習を行うことでエコハウスの存在、資源の循環を考えていただき、意識改革をしていきたいと思います。またエコハウスに来て資源を出してもらうことで分別の促進をはかり、その際分別指導もしていきたいと考えております。　
副委員長　　　環境基本条例との位置づけ、関連性は。
環境課長　　　町では環境基本計画を作って、ごみを出さない、捨てない町という提案をしております。そのために資源の分別を徹底し、リサイクルに努め、将来的にそういう町にしたいと考えております。
委員長　　　　他にございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。
続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。
ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。
ないようですので、採決を行います。議案第49号長久手町清掃センター条例の制定について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。
挙手全員であります。よって議案第49号については原案のとおり可決することに決しました。　　
　　　
　　　　　　　　　　
議案第51号
委員長　　　　次に議案第51号財産の買入れについてを議題といたします。話し合いに入ります前に、南部土地区画整理組合の理事であります吉田日勝議長の退席を求めます。
吉田議長　　（退席）
前田委員　　　審議に入ります前に、議案第５１号の審議の中止について私の判断を申し上げます。私は以下３つの理由により本議案の審議は無効ではないかと判断しますので、本議案の当委員会への付託の取り消し、あるいは執行部の議案の取り下げまたは延期を要望するものです。ひとつめの理由として、かつて議長が事件の利害関係当時者ということで除斥処分され、議長が同席しないまま常任委員会が進行されることは極めて異例であり不自然であると思います。２つめ、本議会にあって、このような議長のもとに議案の上程がなされ、本会議で質疑が行われ、かつ本委員会に付託されるまでの一連の議会運営の流れは、不当と判断しています。長久手町議会として汚点を残さないためにも本来の正当な議会運営に立ち返り、改めて審議すべきものと考えます。３つめとして、今お集まりの委員さんは、今回の事件について何らかの責任がある方ばかりであります。じんの委員長自身も議会運営委員会の委員であります。私自身も議会運営委員会の一員でありながら、議長の除斥に関して気づくのが極めて遅く、強く反省しております。こうした委員でこの議案を審査するのは不自然であり、その資格はないと思います。議会がコンプライアンスを取り戻し、正常な運営の中で改めてこの議案を審議すべきだろうと思います。以上正副委員長並びに委員の皆さんの賢明なる判断を要望するものであります。
委員長　　　ただ今の前田委員のご意見について、私自身ももっともだと思います。
　　　　　　この議案の審議に入る前に話し合いたいと思います。ここで一旦休憩とし、
再開は追ってお知らせします。
午前１１時３５分休憩
　　　　　　　
午後　１時４３分再開
委員長　　　休憩前に引き続き会議を再開します。議案第51号財産の買入れにつきまし
ては、審議するかどうかを保留とします。
　　　　執行部の方はありがとうございました。
　　　
（執行部退席）
吉田議長　　　（入室）
委員長　　　　次に、閉会中の継続調査についてお諮りいたします。
　　　　　　　委員のお手元に配布してあります継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査したいと思いますが、ご異議ありませんか。
　　　　　　（異議なしの声あり）
　　　　　　　ご異議ないものと認めます。継続調査申出事件一覧表を私から議長に申し出ておきますから、ご了承願います。
なお、委員長報告は委員長と副委員長に一任していただけますか。
（異義なしの声あり）
ご異議ないようですのでそのように取り計らいさせていただきます。
お手元にあります幹線道路網の整備促進についてですが、内容がよろしければ郡議員大会に提出させていただいてよろしいでしょうか。
（異義なしの声あり）
ご異議ないようですのでそのように取り計らいさせていただきます。
伊藤委員　　　以前お願いしておきましたせせらぎの径の請願について、みなさんにご了承いただき、閉会中も建設環境委員会の方でぜひその後の調査や報告を行っていただきたいと思います。
委員長　　　　では後日せせらぎの径について委員会を開かせていただきます。
本日はこれにて散会いたします。
午後１時４８分散会
１０月９日
午後１時１５分再開
議案第51号
委員長　　　　ただ今から建設環境委員会を再開いたします。審査に先立ちまして経過説明をさせていただきます。10月6日の委員会で議案第51号につきましては疑義があるとして保留しましたが、10月7日・8日の議会運営委員会で検討していただいた結果、審査を進めるという結論に達しました。
それではこれより議案第51号財産の買入れについてを議題といたします。
議案第51号について執行部の説明を求めます。
下水道課長　　議案第51号について説明。
委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第51号に対する質疑等を行います。
　　　　　　　質疑及び意見のある委員は挙手を願います。ございませんか。
前田委員　　　土地の購入から浄化センターが作動するまでの、今後の計画を説明してください。
下水道課長　　今年度浄化センターの基本計画を策定します。来年度はそれに基づき実施・設計、平成22年度から24年度の３年で建設いたしまして、平成25年度に供用開始の予定です。
委員長　　　　浄化センターのあたりが準工業地域としていつ、どんな目的で指定されたのか、また建ぺい率や容積率、高さの制限等、住宅地域との用途制限の違いはどのようですか。高速道路沿いの騒音・ばい煙の状況など沿線住民からの情報はご存知ですか。
計画課長　　　高速道路沿いには騒音等ございまして、長湫南部だけでなく東部も西部も通常こういう場合準工業地域として指定しております。今回建ぺい率は６割、容積は200％です。指定した日付は平成15年10月３日です。高さの規制はありません。
委員長　　　　この準工業地域にどのような業種、企業の進出が決定していますか。
計画課長　　　長湫南部の場合はまだ進出企業は決まっていません。いろいろオファーはありますが、決定はしておりません。
副委員長　　　残りの6,000㎡の土地の契約状況、工程の進捗状況は。
下水道課長　　残り6,706.11㎡につきましては、今年度中に尾張土地開発公社に買い取ってもらった後、平成21年度から４年間の分割で買い戻しします。用地国債という補助金で対応しまして、用地費の償還金、利子、尾張土地開発公社の事務費についても国から２分の１の補助を受ける予定です。
副委員長　　　トータルすると長久手町の持ち出しは10億円ということですね。
下水道課長　　全体の土地の総トータルでは10億円になります。
委員長　　　　他にございませんか。なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。
続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。
ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。
ないようですので、採決を行います。議案第51号財産の買入れについて原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。
挙手全員であります。よって議案第51号については原案のとおり可決することに決しました。　　
　　　以上で本委員会に付託されましたすべての審議が終了しました。
なお、委員長報告は委員長と副委員長に一任していただけますか。
（異義なしの声あり）
ご異議ないようですのでそのように取り計らいさせていただきます。
以上で建設環境委員会を終了いたします。
午後１時２５分閉会
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。
平成２０年１０月　９日
建設環境委員会委員長　　じんの和子
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